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論　　文　　の　　要　　旨

＜目　的〉

　本研究の目的は，画像診断の手法によって，壁外に進行した胃癌の癌組織型による生物学的ふるま

いの差異を実証することにある。さらには，それらの結果を踏まえて，そこから臨床的に有用である

画像診断上の特徴的な所見を抽出することにある。

＜材料と方法＞

　対象は本学におげる過去5年問の胃癌および胃癌術後症例194例のうち，臨床経過中に閉塞性黄疸

を来した18例と閉塞性尿路障害を来した24例である。それら対象のコソピュータ断層撮影（CT）およ

びX線造影（胆管造影，経静脈性尿路造影）について検討し，それら所見と癌組織型との比較を行っ

た。

＜結　果＞

　閉塞性黄疸を来した胃癌症例の組織型の内訳は，分化型癌8例，未分化型癌9例，分類不能1例で

ある。再発の単独徴侯として閉塞性黄疸が出現したのは，分化型癌8例中3例あったが，未分化型癌

には1例もなかった。拡張した胆管を敢り巻く限局性の腫瘤形成は，CTによる画像診断上“ドーナ

ツサイソ”として表現される。この所見は分化型癌に特異的な所見であり，分化型癌8例申6例に認

められた。一方，未分化型癌では，広範な癌浸潤の部分現象として胆管周囲浸潤が生じるので，同時

に，広範な後腹膜浸潤，あるいは腹膜浸潤を伴っていることが多く，“ドーナツサイソ”を示したも

のは1例もなかった。

　閉塞性尿路障害を合併した胃癌24例のうち，癌組織型の診断がなされたのは22例である。その内訳
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は未分化型癌が19例，分化型癌は3例のみであった。癌のびまん性浸潤にもかかわらず，尿管や膀胱

の粘膜は比較的よく保たれ，管腔の伸展性のみが障害される結果，画像上では“糸状尿管”および

“いがく“り様膀胱”の所見を呈し，これらは未分化型癌において特徴的な画像所見であると云うこと

が出来る。

＜結　論＞

　進行した分化型癌において，術中の胆管周囲リソパ節（肝十二指腸問膜リソパ節，膵十二指腸リソ

パ節）の徹底した郭清とともに，術後の経過観察におげるこれらのリソパ節の慎重なCT上の読影が

必要である。CT上，“ドーナツサイソ”が認められる場合は胆管周囲の再発であり，それが閉塞性黄

疸の主たる原因となっている。分化型癌は限局性発育を呈するので，胆管周囲リソパ節に対する放射

線照射療法や外科的切除などの局所治療が考慮されるべきである。

　未分化型癌においては，癌の進展はびまん浸潤性であり、尿管膀胱粘膜変化の乏しさに比べて癌の

拡がりが大きい。それら管腔臓器の伸展性が癌浸潤によって障害される結果，“糸状尿管”や“いが

く“り様膀胱”の画像所見となる。

　画像上の診断は，癌組織型を考慮した総合的なものでなけれぼならない。それを考慮することに

よって，的確な診断のもとに無用な外科手術を避げることが出来，さらには患者の予後の推測と治療

法の選択を的確に行なうことが出来る。

審　　査　　の　　要　　旨

　本研究は，我が国に最も多い悪性腫瘍である胃癌について，近年一般化されたCTを主に用い，従来

の画像診断の手法である胆管造影・尿路造影による診断法を敢り入れて，画像診断の総合的な解析を

行なったものである。進行した胃癌の画像診断において，閉塞性黄疸と閉塞性尿路障害に注目するこ

とによって，癌組織型別による生物学的なふるまいという視点から，分化型癌と未分化型癌の画像診

断上の特徴像を見い出すことに成功している。すなわち，本研究は分化型癌におげる肝十二指腸聞膜

リソパ節腫大をCT上の“ドーナツサイゾ’，そして進行した未分化型癌による後腹膜浸潤を“糸状尿

管”，“いがく“り様膀胱”としている。その独創的かつ基本に忠実な着眼点は，画像診断をただの函像

診断に終わらせずに，画像診断を病理解剖学的診断にまで近づげた研究である。

　よって，著書は医学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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